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                                                       レース委員会外洋小委員会 

                             2015 年 1 月 20 日 

 

１．レース・オフィサー 資格・運用について 
11 月 29 日、30 日に行われた全国レース委員会において、レース・オフィサー資格・講習内容について

下記の様に決定しました。 

・現在 NRO・ARO 試験を始め、レース・オフィサー講習会の内容もディンギーレースが主たる内容と

なっており、大型艇・外洋レースにそぐわない点が見受けられます。 

今回のレース委員会にてディンギーも、外洋艇も同じヨットあるので、共通する部分はもちろんがあ

るが、トラペゾイド（台形コース）マーク設定の仕方等の大型艇・外洋レースに不必要な部分も多くあ

るとの結論に至り、大型艇・外洋レースに対応した講習会・試験を検討する必要があるとレース委員会

で決定しました。 

添付のレース・オフィサーの主旨に『レース・オフィサーの仕事は、海上でレースをディレクション

するというよりも、レガッタ全体をプロデュースすることに重点が置かれています。』と記載されてい

ます。 

特に外洋艇では、安全・レーティング・海域に応じた規則の運用など海上運営よりも陸上で考えなけ

ればならない部分が多くあるため、講習も複雑になると思われますが、安全・安心・公平なレース運営

のため、外洋系レース・オフィサーの整備にご理解ご協力をお願い申し上げます。 

またレース・オフィサーの 2016 年度からの更新は、ISAF からの要請で更新試験等も含まれる検討

がなされています。したがって現行のディンギーレース主体の試験等では外洋レースに携わっている外

洋系レース・オフィサーの激減が予想されます。その為にもレース・オフィサーのあり方を考え、整備

して行く必要があります。 

 

 

 

２．公認・後援 等の申請について 
現在 レース委員会が 資料に基づき公認等の審査を行っています。 

申請手続き（現状、申請→レース委員会→公認の流れ。審査はレース委員会が担当するが、可否は JSAF

本体が判断すべき）の見直しを検討しています。 

 又、後援についてはレース運営規定にはなくレース委員会で後援申請の承認をしてよいのかという問

題がある。しかし普及という観点からみて最低限の規則上の要件はレース委員会でみるが、そこから先

は JSAF に判断していただきたい。どこが扱うのかが不明確である。解決には時間を要するが普及も大

事なことなので、レース委員会も協力していきたい 

 

３．ジャパン・カップの JSAF 主催について 
 外洋推進グループの ジャパン・カップ、オープンレース ＷＧからの 提言を受け 外洋常任委員会が 

承認致しました。今後 ジャパン・カップに関しては 普及推進グループにある 国体委員会の様な組織の

構築が求められています。どこが扱うのかが不明確であるが レース委員会としても大事なことなので、

外洋小委員会としても協力していきたい。 



 

４．外洋レース主催について 
最初のレース・オフィサー制度にも 関連いたしますが 昨年の合同委員会での資料を基に 外洋レース 

  主催に関して 注意事項を １．クラス規則の変更 ２．外洋特別規定について ３、その他等をまとめた 

資料を レース・オフィサー講習会での 今までの 主催、フリートレースに 追加の マニュアルとして 

  提出しています。 

   又、明日は 外洋レース主催に関してのセミナーもありますので よろしくお願いいたします。 

 

５．加盟団体、特別加盟団体名簿 

皆様へのお願い 

日頃よりレースの主催・運営を行っていただき、誠にありがとうございます。少しでも皆様の負担を減   ら

せるよう全国レース委員会にて様々な調整を行っていますが、まだまだ外洋系メンバーの参加人数が少なく、な

かなか思うとおりに進めないのが現状です。しかしながら参加して頂いているメンバーの皆様のおかげで少しず

つではありますが、議題に外洋系の話題も上るようになってきました。外洋小委員会をより良くするため、ぜひ

加盟団体様から 1名ずつの参加をお願いしたいと思います。宜しくお願い致します。 

   添付 担当者リストを 添付予定 

JSAF レース委員外洋小委員会 加盟団体担当者 

  役職 氏名 メールアドレス 資格 

1 北海道 中村 一孝 nakamuraseikei@kfx.biglobe.ne.jp   

2 津軽 石川 彰 akira1088@ymail.plala.or.jp ＣＲＯ 

3 いわき 平崎 正文 m-hirasa@yamaki-ind.co.jp   

4 東関東 小屋 忠史 tkmiake@yahoo.co.jp   

5 東京湾 斉藤 晴彦 Hayabusa@cc.mbn.or.jp ＮＲＯ 

6 三崎 初鹿野 召一 cak61020@pop13.odn.ne.jp   

7 三浦 才藤 滋 QYE01302@nifty.com ＡＲＯ 

8 湘南 飯沢 則之 n-iizawa@amy.hi-ho.ne.jp ＣＲＯ 

9 駿河湾 林 政幸 hayashi@tabi-yc.com   

10 東海 三浦 信郎 nmiura@e-mail.jp ＣＲＯ 

11 近北 吉田 豊 yutakayoshidac@aol.com,  ＮＲＯ 

12 内海 永松 馨介  kei@01483.or.jp ＡＲＯ 

13 西内海 上原 正勝 prima6434@hi.enjoy.ne.jp   

14 玄海 久芳志治 yhisayoshi@smile.ocn.ne.jp   

15 南九州 唐仁原 寛  h-toujin@xb3.so-net.ne.jp   

16 沖縄 伊良波 一郎 kureo16@msn.com   

17 長崎セーリング連盟外洋帆走 塩脇 傅英 waki_shio@yahoo.co.jp ＡＲＯ 

18 宮城セーリング連盟外洋部 高橋 博之 ｍorcmisty@yahoo.co.jp   

 

 

 

 

 

 



  外洋系 特別加盟団体等 氏名 メールアドレス 資格 

1 Ｘ ３５協会 伊藤 勇 itoh@135-e.com   

2 Ｊ２４協会 畠山 知己 hatakeyama.tomomi@basic.gr.jp   

3 ミニトン協会 池田 耕一 ikeda.koichi@tbj.t-com.ne.jp   

4 
日本ヨットマッチレース協

会 横山 浩 mantaro-h@nifty.com 
  

5 東京ヨットクラブ 山本 人一 yamajin@joy.ocn.ne.jp ＡＲＯ 

6 淡輪ヨットクラブ 山本 信吾 tannowa@office.email.ne.jp   

7 関西ヨットクラブ 横山 英博 yokoyama@kyc.or.jp, ＮＲＯ 

8 大阪北港ヨットクラブ 寺尾 俊明 commodore@ohyc.gr.jp   

9 南北海道外洋帆走協会 石川 彰 akira.ryusei@lapis.plala.or.jp ＣＲＯ 

10 葉山マリーナヨットクラブ 中本 広之  nakamoto.hiroyuki@nifty.com   

11 福岡ヨットクラブ 森山 政己 ap8m-mrym@asahi-net.or.jp   

12 江の島ヨットクラブ 大蔭 雅彦 mmj722k@peach.ocn.ne.jp ＣＲＯ 

13 徳島ヨットクラブ 桝田 隆 masuda@kitakikai,co.jp   

14 石巻ヨットクラブ 日下 啓一 iyc118@aol.com   

15 シーボニアヨットクラブ 永田 守 m.nagata@mold-tech.jp   

16 八重山ヨット倶楽部 深見 kazu.f.1021@nifty.com ＣＲＯ 

17 湘南サニーサイドマリーナ 黒川 健太郎 kurokawa@sunnyside.co.jp   

18 逗子マリーナヨットクラブ 松石 万希子 m-matsuishi@activemarine.jp ＣＲＯ 

19 日本ＩＲＣオーナーズ協会 石黒 建太郎 gorillanet1496@yahoo.co.jp   

20 日本外洋学生連盟 金子 勉 design-studio.kaneko@nifty.com   

21 メルジェス協会       

  その他       

1 沼津フリート 大川 幹雄 t.b.ookawa@tabi-ｙc.com   

2 シーボニアマリーナ 岡田 夏子 okada@riviera-r.jp ＣＲＯ 

3 関西ヨットクラブ 加藤 三穂 kato@kyc.or.jp   

 

【お願い】担当者には、外洋小委員会からの公示や案内が主にメールで送付されます。 

公示や案内を担当者レベルで留めずに、各団体所属の会員に知らしめてください。 

【確認】上記記載内容に間違いがないか確認ください。 

間違いや、担当者が代わった場合などは下記メールへ連絡ください。 

担当者未登録の団体は担当者か決定次第、下記メールへ連絡ください。 

担当者は外洋小委員会専任である必要はありません。事務局や他委員会担当と兼任でもかまいません。 

 

 

連絡先 アドレス 事務局  


